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I. 支援事業概要 

支援事業名 ベトナム社会主義共和国 ムオンチャ地区およびトゥアチュア地区におけるソーラーラン

タン寄贈事業 

支援事業地 ベトナム社会主義共和国 ディエンビエン省ムオンチャ郡およびトゥアチュア郡 

寄贈品 ソーラーランタン 510 個 

寄贈日 2024 年 12 月 18 日 

報告対象期間 2024 年 12 月 18 日 ～ 2025 年 12 月 17 日 

 

II. 支援事業地背景 

本事業対象地のディエンビエン省は、北部を中国、西部をラオスと国境を接しており、起伏の激しい丘陵・山

岳地帯に位置します。首都ハノイから省都のディエンビエンフ―には飛行機で約 1 時間、さらに省都から車で 3-

4 時間の場所にムオンチャ郡およびトゥアチュア郡が位置しています。人口は約 7 万人で、住民の 9 割はタイ

族、モン族などの少数民族です。ベトナムは近年、国全体の経済的発展が著しい一方、都市部と地方との格差

が広がっていますが、ベトナム国全体の貧困率が 4.2％1であるのに対し、ディエンビエン省は 39.98％とベトナム

国内でも特に貧困率の高い地域の一つです2。また、2022 年のベトナム政府労働省の調査によると、ディエンビ

エン省はベトナム国内で 3 番目に多次元貧困層3が多い（54,947 世帯）省とされています。本事業対象地域で

は、住民の多くが農業と畜産を生計の糧としています。山岳地帯では道路などのインフラが整っておらず交通手

段も限られており、またベトナム語を話すことのできない少数民族の人々が多い等の理由から、ベトナム語で行

われる平野部での農産物の売買や経済活動に参加することが難しく、現金収入が限られています。住民は農業

や畜産により育てた農作物や家畜を家庭で消費し、余剰分を村内で売買する半自給自足の生活を送っていま

す。 

 ディエンビエン省は山地であるため、地域に送電網を整備するには様々な困難が伴います。地域には家屋が

点在しており、また地形に起伏があるため各戸に電気を引くためには大掛かりなインフラ工事が必要となります

が、その困難さゆえに現状では政府も電力会社も送電線の整備には至っていません。また、下図 1 が示すよう

にディエンビエン省のナショナル・グリッド・アクセス率4はベトナム国内の他地域が 100%に対し 93%5と低い数字に

留まっています。 

 

 

 

 

 

 

 
1 Basic Statistics, Asian Development Bank, 2024  
2 ベトナム政府の設定する貧困の基準である、一カ月 1,500,000 ベトナムドン（一日あたりの米ドルに換算すると約 2 ドル）以下で

暮らす人の割合 
3 健康、教育、生活水準に関する加重指標のうち、少なくとも 3 分の 1 で貧困状態にある人を指す。 
4 電力にアクセスできる世帯の割合 
5 “Điện Biên: 93% hộ dân được sử dụng điện lưới quốc gia”, Dien Bien TV, 2023/4/20, https://dienbientv.vn/tin-tuc-su-kien/xa-

hoi/202304/dien-bien-93-ho-dan-duoc-su-dung-dien-luoi-quoc-gia-5803059/, 2024/10/22(アクセス日) 



図１：ベトナム国内 6 省におけるナショナル・グリッド・アクセス率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

III. 配布先・受益者 

 

IV. 成果 

指標 
ムオンチャ郡 トゥアチュア郡 

2024 年 12 月 2025 年 12 月 2024 年 12 月 2025 年 12 月 

ソーラーランタンを日常的に使用する世帯 210 世帯 210 世帯 300 世帯 300 世帯 

放課後の平均学習時間 2 時間 2 時間 1.5 時間 2 時間 

ソーラーランタンの 1 日あたりの平均使用時間 6 時間 6-7 時間 6 時間 6.5 時間 

 

  

 地域名 配布日 世帯 人数 配布個数 

1 ムオンチャ郡 
2024 年 12 月 27 日～ 

2025 年 1 月 8 日 
210 世帯 

子ども：580 人 

大人：593 人 
210 個 

2 トゥアチュア郡 2024 年 12 月 18 日～19 日 300 世帯 
子ども：681 人 

大人：934 人 
300 個 

合計 
 

510 世帯 
子ども：1,261 人 

大人：1,527 人 
510 台 



 2025 年 12 月に、ワールド・ビジョン・ベトナムのスタッフが両郡でモニタリングを行い、それぞれの地域で住

民、子どもたちや学校の教員に現在のソーラーランタンの使用状況や、ソーラーランタンを使用することによ

って生じた変化についてヒアリングを行いました。全体として、貴社のソーラーランタンは電力供給が限られ

ている地域のニーズを満たすことにとどまらず、学習環境の改善、社会的つながりの促進、夜間の安全性の

向上を通じて、生活の質の向上に貢献しており、子どもたちの健やかな成長にも寄与しています。 

 ソーラーランタンの配布により、対象地域の子どもたちは自宅で十分な明かりのもとで学習できるようになり

ました。これにより、以前は夜間薄暗い石油ランプに頼って学習していたため、1 日平均 1.5 時間しか勉強で

きませんでしたが、現在は自宅で十分な明かりを確保できるようになり、学習時間は 1 日平均 2 時間へと増

加しています。これは学業成績の向上だけではなく、欠席が減り、安定して登校できるようになったこと、そし

て 99.98％という高い進級率の達成にもつながっています。また教員からも、本事業の支援による子どもたち

の前向きな変化がはっきりと感じられるとの声が寄せられています。また、家庭内で夜の時間をより有意義

に過ごせるようになり、会話をしたり、大人は食事の準備をしたり、子どもの学習を見守ったりする時間が増

えました。十分な明かりがあることで家事がしやすくなり、家庭内の雰囲気もより穏やかになりました。 

 照明環境の改善により、夜間の子どもや大人の安全面での不安が軽減され、地域全体の安全性が向上し

ています。ソーラーランタンは、住民が近隣を訪問する際や地域の活動に参加する際、また早朝や日没後

に山間部の畑へ向かう際に足元を照らす役割を果たしています。さらに、雨季には、急な鉄砲水や土砂崩

れのリスクがある地域において、より安全な避難や緊急対応を支える手段としても活用されています。さら

に、本事業により夜間にもコミュニティ会合を開けるようになり、地域のつながりが一層深まりました。ソーラ

ーランタンの導入後、地域活動への参加率は 40％から約 70％へと大きく向上し、その結果、住民同士の連

帯感が高まり、子どもの健やかな成長に関わる活動を含め、地域活動への参加がより活発になっていま

す。 

 

V. 今後の予定 

2027 年 2 月 18 日：最終報告書（配布 2 年後の成果のまとめ） 

  



【写真】 

ムオンチャ郡 

 

 

 

夕方になると家事をする水場に 

ソーラーランタンを設置します 
毎日使うので充電も欠かしません 

農作業の帰り道を照らすためにソーラーランタンを 

持って畑へ向かいます 

家族団らんの時間が増えました 

ソーラーランタンの灯りのもとで学習する子どもたち 



トゥアチュア郡 

 

 

 

 

 

 

 

ソーラーランタンの明かりのもとで夕食を取る家族 夜間に学習する子ども 

夜道の移動も安全に歩けるようになりました 畑にソーラーランタンを設置することで作物を動物から

守ることができるようになりました 

夜間にコミュニティ会合を開けるようになりました ソーラーランタンが夜間の家事を支えています 



【受益者の声】 

【トゥ君（6 歳、左側）、トゥアチュア郡】  

ぼくの村には、これまで電気がありませんでした。だ

から、夜になると真っ暗でした。ぼくは昼間に勉強し

たり、夜は懐中電灯を使って勉強したりしていました。

日が沈むと、みんな家の中で静かにすごしていまし

た。2024 年に、パナソニック様の支援で、ぼくたちの

村にソーラーランタンが来ました。この灯りが来てか

ら、ぼくたちの暮らしは変わりました。夜でも明るい所

で勉強できるようになりました。お父さんやお母さん

とも、一緒に話をする時間が増えました。村でも、夜

に集まることができるようになりました。ソーラーラン

タンの灯りは、村を明るくしてくれました。それだけではなく、ぼくたちの将来も、明るくしてくれたと思います。パナ

ソニック様、本当にありがとうございます。ぼくの将来も、この灯りみたいに明るくなりますように。 

 

 

【マイさん（11 歳、中央）、ムオンチャ郡】 

マイさんは家族とともに、村の中心部から約 7km 離れた山間の

僻地にある 12 世帯ほどの小さな集落に暮らしています。自宅は

送電線から遠く、電力網につながっていないため、国の電気を

利用することができません。夜になると、マイさんの家族は石油

ランプを使って明かりをとっていました。しかし、その薄暗い光と

強いにおいのせいで夕食の時間も快適とは言えず、マイさんは

食べ物がよく見えず、両親に手伝ってもらいながら食べることも

しばしばありました。勉強も大変で、弱い光は目に負担をかけ、

煙で疲れてしまい、早めに切り上げなければならないこともあり

ました。また、両親は午前 3 時に小さな懐中電灯ひとつを頼りに

畑へ向かい、急な山道を暗い中で歩いて帰ってきます。特に雨季には、ヘビや虫、土砂崩れの危険もあります。

マイさんは村の子どもたちの活動に参加したいと思っていましたが、長く暗い道のりのため、疲れている両親に

遠慮して付き添いをお願いすることができませんでした。そのような中、パナソニック様からソーラーランタンを支

援いただいたことでマイさんの生活は一変しました。 

「今は夕ごはんがもっとおいしく感じます。ちゃんと見えるから自分で食べられるし、家族みんなで楽しくおしゃべ

りできます。とてもうれしいです。」とマイさんは話します。父親はランタンを勉強机のそばに掛け、マイさんと妹が

宿題をしやすいようにしています。マイさんは、宿題が終わっていないと先生に注意されることがなくなり、誇らし

い気持ちでいっぱいです。 

「もう石油や電池を買う必要はありません。太陽の光さえあれば、夜も十分な明かりが得られます。」とマイさん



の父親は話します。今では家族で近所を訪ねたり、夜の村の会合に参加したり、暗い道も安全に歩けるようにな

りました。マイさんも早朝に両親と一緒に畑へ行ったり夜間の家事を手伝うようになり、両親の負担を少しでも軽

くしようとしています。マイさんと家族は、これまでの生活に変化をもたらしてくれたランタンを支援してくださった

パナソニック様に心から感謝しています。ソーラーランタンは、家族の日常をより幸せで安全なものにし、マイさ

んの学習環境も大きく改善してくれました。 

 

  



【事業地地図】 

 

ムオンチャ郡 
トゥアチュア郡 

首都：ハノイ 


